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一
 

市
臨

時
議
曾

延
期
 

去
る
十
月
十
日
招
集
さ
れ

た
市
臨
時
議
会
は
中
川
地
区

当
選
議
員
秋
田
長
兵
衛
氏
の

資
格
問
題
に
つ
い
て
、
市
選
 

理
委
員
会
と
の
間
に
見
解
の

相
違
が
あ
つ
た
の
で
、
全
月

十
三
日
全
会
議
招
集
の
取
消

し
が
告
示
さ
れ
た
。
 

，
、
 一

 
一
 

一
募
さ
れ
る
様
望
む
 

ー
か
 

主
 
曜
 
普
異
三
十

周
年
、

婦
入

一
叫
一
 

一
 

参

攻
十

周
年
記
念
曾
 

ー
コ
『
 

原
 
阻
 

普
違

三
十

周
年
、

婦
人

一
一
 

一
 

参
攻
十

周
年
に

当
つ
て
一

r
 

枚
 
救

鍔
器
原
稿
用

紙
博
 

一
「
蹄
鴫
“
「灘
難
舞
 

一六
、入
選
者
競
籍
譲
謹
譲

一一
 

一
 
騒
 
表
 
鮎
瓢
議
講
叫

一
一一
 

賞
 
金
 
一
等
一

編
五

菖
鳳
二
導
 

一
 

一
編
三
菖

回
三
等
三
編

各
一

菖
回
 

そ
 
の
 
他
 
懸
募

者

D
住
所
、

氏
名
一

性
別
、

年
令

及
び
職
業
 

（
学
生

の
島
合

は
畢
校

名

畢
部

及
び
畢
年
）

を

原
稿
の
末
尾
に

記
載

す

る
こ

と
 

一
 

一難
難
灘
懇
灘
難
議
一
 

一
婦
人
に
参
政
権
が
与
え
ら
れ
て
か
ら
十
周
年
記
念
行
事

一
「
 

一
の
ー
つ
と
し
て
左
記
に
よ
り
懸
賞
論
文
を
募
集
す
る
旨

一
 
”
 

一
自
治
庁
選
挙
部
長
よ
り
通
知
が
あ
つ
た
か
ら
振
つ
て
応

一
 
、
 

「
、
 
普選
三
十
周
年

巳
む
 

一
 
婦
人
参
政
十
周
年
言
差
 

一
護
の
募
集
に
つ
い

て
 

！
 
本
年
は
普
通
週
挙
法
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
三
十
周
年

一
～
」
 

ー

コ
ー
 
ー
 

ー
 
ー
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一
 

本
年
は
普
通
週
挙
法
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
三
十
周
年

一
 

一
 
総
鵬
籍
 

一
 
入
置
者

に
直
接

そ
の
旨
一
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貯
蓄
の
必
要
な
こ
と
は
皆
さ
 
司
、
よ
び
か
け
の
言
葉

ん
よ
く
御
存
知
の
こ
と
、
思
い
 
馴
み
の
り
の
よ
ろ
こ
び

ま
す
り
 

ふ
や
そ
う
貯
蓄

可
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い
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お
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今
年
の

貯
蓄
目
標

額
 

一
 

5
3
い
 
叱
人
口
に
依

り
在
の
通
り
決
定

つ
庫
漢
声
 
四
、

o
9
K
 

（
単
位
千
円
）
 
◇
毘
沙
門
支
部
 

三
、
三
七
八
 

一

1
1
！
リ

弔
 

晶
片
長
 
ニ
一
上

」晃
 
夫

郎
・
 

一
 
医

員
 

荘
 

司
 

貞
 

た

一
 

一
産

婦

人

科
 

部
長
 
暴
 

E
 

」
一
 

一
優生

保
護
法
指
定医
鯛
 
暗
 
晦
 
嚇
 
響
一
 

．
放
 
射
 
線
 
科
 

部
長

《
住
 

司
 

ミ
 
ニ
」

一
」
 

一
 

J
Jク
 
，
ーク
 
J
j

『
、
L
 z
 べ
そ
，
】
一井
ま
日
 

み

の
り

の

よ
ろ

一
一
‘
ひ
ふ

や
そ
う

貯
蓄
 

育
や
進
学
資
金
に
、
又
商
売
の
 

に
役
立
つ
貯
蓄
の
必
要
な
こ
と

は
、
ど
な
た
も
認
め
な
が
ら
な

か
？、
や
れ

な
い
も
の
と
言
わ

れ
、
一
又
恵わ
れ
て
い
ま
す
。
 

尤
も
私
達
の
生
活
に
は
ま
だ

ノ
、
ゆ
と
り

が
な
く
そ
の
中
か

ら
、
と
て
も
貯
蓄
な
ん
か
出
来

る
も
の
か
と
仰
言
る
方
も
あ
り

ま
す
、
成
程
貯
蓄
の
良
さ
は
分

つ
て
居
て
も
貯
蓄
す
る
と
い
う

こ
と
は
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し

一
歩
ひ
る
が
え
つ
て
私

運
の
日
常
生
活
を
か
え
り
見
ま
 

す
と
、
い
ろ
！く
、
な
面
で
相
当

の
無
駄
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
が
如
何
で
し
よ
う
。
 

」
」の
無
駄
を
出
来
る
だ
け
は

ふ
い
て
、
今
年
度
の
貯
蓄
目
傑

三
億
円
を
突
破
す
る
よ
う
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

貯
蓄
推
進

連
 
動
要
 
領
 

一
、
運
動
期
聞
 

十
月
一
日
よ
り
十
一
一月
三
十
 

一
日
ま
で
の
三
ケ
月
間
 
 

気
運
を
示
し
て
い
る
の
で
こ
れ

に
呼
応
し

「
わ
が
家
の
経
済
の

地
固
め
に
は

一
段
と
生
活
の
改

善
、
企
業
の
合
理
、
生

産
の
 

一
・
 

・

7
5n
7
 

る
前
護
金
を
は
じ
め
、
供
米
な

ら
び
に

一
般
農
作
物
代
金
な
ど

の
収
入
を
、
ひ
と
ま
ず
貯
蓄
し

農
業
経
営
の
健
全
、
生
活
の
計

画
化
に
努
め
る
よ
う
す
す
め
る

③
、
婦
人
団
体
、
青
少
年
団

体
な
ど
に
対
し
て
生
活
の
合
理

化
国
民
貯
善
組
合
の
結
成

強
化

な
ど
貯
蓄
増
強
活
動
の

一
層
の

組
織
化
を
す
、
め
る
。
 

④
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
に
際
し

て
は
意
味
の
な
い
な
ら
わ
し
を

排
除
し
真
に
健
康
に
し
て
明
る

い
新
生
活
の
確
立
に
努
め
る
よ

ち
す
，

め
る
。
 

⑤
、
金
融
機
関
は
、
預
貯
金

利
子
の
課
税
の
全
免
な
ど
資
本

蓄
積
の
侵
遇
措
置
の
実
施
を
機

に

一
殴
と
積
極
的
に
新
規
貯
蓄

の
慶
得
に
努
力
し
零
細
預
貯
金
 

氏
、
ニ
代
加
藤
郁
之
助
氏
や
初

代
職
員
の
方

4
と
如
何
に
運
営

し
て
行
く
べ
き
か
と
敷
島
町
の

一
角
の
旧
田
圃
の
上
に
ポ
ツ
ン

と
建
て
ら
れ
た
本
舘
を
見
上
げ

て
思
い
悩
ん
だ
事
等
、
ま
る
で

昨
日
の
事
の
様
に
思
わ
れ
ま
す
》
 

時
の
移
り
変
り
と
共

に
、
人

も
ま
た
来
た
り
去
つ
て
、
現
在
 

昭
和
二
十
五
年
五
月
二
十
四

日
津
律
第
ニ

O
一
号
を
も
つ
て
 

建
築
基
準
法
が
設
定
さ

h
た
こ

と
は
市
民
各
位
が
す
で
に
御
承

知
の
事
と
存
じ
ま
す
。
 

五
所
川
原
町
も
昨
秋
隣
村
と
合

併
し
て
以
来
、
住
宅
、
店
舗
、
 

事
務
所
、
作
業
場
等
の
新
築
、
 

増
築
、
工
亭
が
著
し
く
多
く
な

つ
て
き
ま
し
た
こ
と
は
市
の
発

展
を
物
語
り
非
常
に
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
 三
坪
以
上
の

新
、
増
、
改
築
せ
ん
と
す
る
お

方
は
法
律
に
依
つ
て
建
築
物
の

確
認
決
定
后
で
な
け
れ
ば
工
事

に
取
り
か
か
る
こ
と
が
出
来
な
 

・

‘
 

さ
れ
て
い
る
の
で
、
予
約
制
に
 

相
扶
共
済
の
精
神

に
基
く
国
 
初
代

運
営
委
員
長
三
浦
藤
一
 
）
さ
ん
、
看
護
婦
、
角
田
婦
長
 
わ
ざ
ノ
、
現
地

指
導
。
来
五
さ
 
か
ら
の
補
助
が
半
分
あ
り
、
伝
 
サ

l
ビ
ス
で
奉
公
す
る
様
に
努

）
さ
ん
、
看
護
婦
、
角
田
婦
長

藤
沢
、
寺
田
、
円
藤
さ
ん
、
見

習
、
中
村
、
今
、
伊
藤
さ
ん
、
 

事
務
の
三
浦
さ
ん
、
使
丁
三
上

山
崎
さ
ん
と
な
つ
て
居
り
ま
す

併
し
、
こ
の
間
に
多
士
済
々

か
方

4
が
来
ら
れ
て
、
新
し
い

息
吹
き
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
、
 

一
歩
一
歩
で
は
あ
る
が
多
少
前

進
し
た
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。
 

赤
い
羽
根
の
共
同
募
金
運
動

が
例
年
の
通
り
十
月
一
日
か
ら
 

ー
ゲ
月
間
全
国

一
斉
に
展
開
さ

れ
て
居
り
ま
す
。
 

共
同
募
金
は
皆
さ
ん
御
承
知

の
と
お
り
不
幸
な
人
●
を
一
人
 

《
、
 

で
も
多
く
救
う
こ
と
の
で
き
る

よ
う
い
ろ
い
ろ
な
民
間
の
社
会

事
業
の
施
設
に
大
切
に
つ
か
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
募
金
の
今
年
度
の
本
市

割
当
額
は
三
八
万
七
千
三
百
円

で
、
各
地
別
配
分
は
左
の
通
り

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
市
民
各
位
 

地
区
別
目

標
額
 

円
 

④
五
所
川
原

一
大
七
、〇
〇
〇

＠
栄
 

三
一
、
四
O
〇
 

わ
ざ
ノ
、
現
地

指
導
。
来
五
さ
 

れ
、
本
年
度
の
結
核
病
棟
四
。
 

床
と
明
年
度
の
結
核
病
棟
大
〇

床
、
ひ
い
て
は
、
国
民
健
康
保

険
病
院
と
し
て
の
西
北
地
方
の

中
心
病
院
に
ふ
さ
わ
し
い
、
各

科
綜
合
の
外
来
建
築
、
三
O
〇

床
の
病
棟
建
築

（
結
核
伝染
病

棟
も
含
む
）
、粕
食
設
備
、
寄
宿

舎
建
築
等
真
の
市
立
病
院
に
ふ
 
 

居
る
方
も
あ
る
よ
う
で
す
。
 

こ
れ
等
の
方
々
は
法
律
に
違

反
し
て
居
る
こ
と
に
な
つ
て
居

り
ま
す
が
、
今
後
、
新
、
増
、
 

改
築
の
ェ
ザ
を
す
る
方
は
是
非

エ
事
以
前
に
市
役
所
の
建
設
課

へ
建
築
物
の
確
認
申
請
書
を
掃

出
し
土
木
事
務
所
建
築
主
事
の

破
認
決
定
後
工
事
に
取
り
か
、
 

る
よ
う
特
に
お
願
い
致
し
ま
す

尚
、
こ
ル
は
旧
三
好
、
中
川

飯
詰
、
松
島
、
長
橋
、
栄
、
毘

沙
門
も
全
部
で
す
。
 

③
中
川
 
三

二
八

O
〇
 

③
三
好
 

三
〇
、
五
〇
。
 

③
長
橋
 

四
〇
、
大
O
o
 

O
松
島
 
四

O
、
九
。
〇
 

④
飯
詰
 

三
五
、
大
O
。
 

③
毘
沙
門
 

九
、
五
O
。
 

計
 

三
八
七
、
三
〇
〇
 

健
康
保
険
受診
授

更
新
に
つ
い
て
 

現
在
、
皆
さ
ん
が
使
用
し
て

い
る
国
民
健
康
保
険
の
受
診
証

は
、
町
村
合
併
前
に
、
そ
の
町
 

な
つ
た
も
の
を
使
用
し
て
お
つ
 

霧
簿
（
難鷺
 

染
病
棟
の
場
合
は
国
及
び
県
よ

り
夫
々
三
分
の
ー
の
補
助
が
あ

り
地
元
負
担
は
僅
か
三
分
の

ー
 

で
済
む
訳
で
す
。
 

私
は
、
健
康
な
人
が
と
ま
る

の
は
ホ
テ
ル
、
病
気

d
人
が
と
 

ま
る
の
は
ホ
ヌ
ビ
声
ル
（
病
院
 

）
と
い
う
信
念
で
居
り
ま
す
が
 
 

手
許
に
配
布
さ
れ
ま
す
‘
 

用
紙
は
桃
色
で
「
枚
折
に
な

つ
て
、
夫
●
皆
さ
ん
の
家
族
の

氏
名
を
全
部
書
入
れ
て
お
り
ま

す
が
、
若
し
調
査
の
結
果
入
員

名
前
等
に
相
違
が
あ
ろ
場
合
に

は
速
や
か
に
市
厚
生
課
保
険
係

へ
提
出
し
て
訂
正

L
て
干
さ
い

新
し
い
受
診
証
は
今
年
十
一

月
一
日
か
ら
使
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す

J
 

尚
、
今
ま
で
・
使用
し
て
お
つ

た
受
診
証
は
あ
と
で
回
集
し
ま

す
か
ら
各
世
帯
で
保
管
し
て
お

い
て
下
さ
い
も
 

市
 
義
 
曾

傍

聴
規

則
 

第

一
条
 
会
議
を
労
聴
し
よ
う

と
す
る
も
の
は
傍
徳
人
受
け
所

に
申
し
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

第
一
一条
 
末
虎
年
者
土
特
こ
許
 

認
聴
論

髪
鯛
陰

鍵
讐
器

譲
凝
甥
 

も
乃
と
す
る
。
 

響
難
鷲
難
 

「

一
 

緋
舞
難
艇
藩
」
 

影
語
麗

謹
慧

齢
 

欧
常
こ
余
谷
が
な
い
と
き
は
労
 

巽
鵬
淳

器
誓
入
場

耕
襲
軸
銭
翁
轄
」
 

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
 

儀
あ
に
枯
け
る
対
論
に
対

し
て
可
否
を
表
明
し
又
は
拍
手

を
し
な
い
こ
と
。
 

算
粛
を
旨
と
し
議
事
の
妨

書
に
な
る
よ
う
な
行
為
を
し
な

い
こ
と
。
 

獣
撃
編
訟

覧
鵠
 

n
を
制
止
し
て
そ

D
命
令
に
従
 

柿
m
誠
醸
退
場
を
命
ず
る

聾
馨

驚
響

繰
恐
 

h
に
従
わ
な
い
者
あ
る
と
き
達
 

盤
器
い
話
濃
吠
を
退
 

カ
す
る
処
存
で
居
り
ま
す
。
 

市
民
各
位
に
瓦
に
民
主
主
義

的
な
国
民
健
康
保
険
事
業
の
根

幹
と
な
る
も
の
は
保
険
税
で
あ

り
、
正
に
国
保
事
業
は
累
卵
の

危
き
に
あ
る
の
が
現
状
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
充
分
な
御
協
力

を
切
に
懇
願
す
る
次
第
で
ご
ざ
 
 

、
休
 
診
 
日
 

一
無
 

細
」
 
m
総
篭
）

?
 

園
 
民
 
健
康
 
保
険
 

健
康
 
保

陰
 

一
 

市
立
五
所
川
原
病
院
一
 

一豆
ト
五
番
一

一
 

貯
蓄
で

わ

が
家
の
地
が

た
め
を
 

市
貯
蓄

推
進
委
員

曾
生
る
 

一
 
こ
の
た
び
市
が
中
心
と
な
り
、
貯
蓄
椎
進
上
有
効
適
切
な
諸
方
策
を
企
画
立
案
し
、

こ

ー
 

ー
れ
を
強
力
に
実
施
す
る
事
を
目
的
に
、
五
所
川
原
市
貯
蓄
推
進
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
今

一

年
度
の
貯
蓄
目
課
額
を
三
億
円
と
定
め
夫
々
活
農
な
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
つ
た
り

一
 

化
を
図
る
べ
き
こ
と
。
 

市
内
各
層
に
 

t
す
め
る
事

項
 

の
、
勤
労
所
得
税
の
軽
減
に

よ
る
増
加
分
に
つ
い
て
は
、
い

た
ず
ら
に
消
費
に
向
け
る
こ
と
 

ー
な
く
手
取
り
の
増
加
分
を
努
め

て
天
引
貯
蓄
し
て
源
泉
貯
善
の

増
額
を
図
り
、
ま
た
職
城
貯
蓄

組
合
未
結
成
の
と
こ
ろ
は
、
こ
 

一外
科
整
喋
認

池

惇
一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

祝日 

よ
る
罰
度
金
的
ニ
意
六
千
万
月
●
比
健
康
保
険
事
業
の
一
環
と
L
 

胃
‘
頁
勺
●
自
つ
ミ
“

ゾ
、

で
直
営
旧
町
立
五
所
川
原
病
院
 

灘
難
灘
鷺
鷲
」
難
 

費
す
る
こ
と
な
く
努
め
て
貯
蓄
 
な
る
も
の
が
あ
る
と
共
に
，
色

に
振
り
向
け
最
家
経
済
の
健
全
 
々
な
回
想
が
走
馬
豊
龍
の
如
く

化
な
ら
び
に
家
計
収
支
の
合
理
 
頭
の
中
を
馳
け
廻
り
ま
す

J
 

る
で
し
よ
う
。
 

二
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
場
合
 
一
 

資
金
と
か
、
病
気
、
災
害
に
備
 
．
今
こ
そ
貯
蓄
で
 

え
て
と
か
、
家
を
建
て
た
り
、
 

家
計
の
地
が
た
め
を

改
造
し
た
り
老
後
の
た
の
し
み
 
佳
「
運
動
の
重
点
 

の
た
め
に
も
、
貯
蓄
さ
え
あ
れ
 

ー
、
わ
が
国
の
経
済
は
物
価

ぱ
少
く
と
も
経
済
的
に
は
苦
労
 
の
安
定
、
国
際
収
支
の
好
調
持

し
な
い
で
済
ま
す
こ
と
が
出
来
 
続
な
ど
か
ら
漸
く
立
ち
直
り
の
 

貯
蓄
し
ま
し
よ
う
 

一
貞

？
る

6
 

製

詳
ょ
帯
入
出
 

【
‘
 日
●
ま
‘
，Iー

 

つ
月

そ
に
 

一
庄
ー

住
口
生
亡
 

み
 
ん
 
な
畢
 
っ
 

て
 
目

標
突
破
へ
 

一
 

み
 
ん
 
な
撃
 

つ
 
て
 
目
標

突
破
へ
 
一
 

相
扶
共
済
の
精
神

に
基
く
国
 
初
代

運
営
委
員
長
三
浦
藤
一
 

一
「
桂
い
か
？
打
離
具
新所
 
二
一
黄
急
】ロ
4

一
 

m
 

》
 

、
 

ノ
 

・
 

L

・
 

？
 

・
 

・
 

ー
 

i

」
、
 

・
‘
 
・
 
《

【
、
 

の
際
新
た
に
組
合
を
結
成
す
る
 
の
吸
収
に
万
全
を
期
す
る
よ
う
ー
い
の
で
す
が
、
確
認
決
定
前
に

な
ど
長
期
計
画
に
基
づ
く
目
的

す
、
め
る
。
 

一
工
事
を
し
た
り
「
工
事
が
完
成

貯
蓄
の
実
践
を
す
，
め
る
。
 

目

標

額
の
内
謡
 

一后
確
認
申
請
書
を
提
出
し
た
り

ロ
、
農
家
は
米
の
予
約
に
よ
 

目
標
額
の
算
定
は
、
産
米
並
 
又
は
無
申
請
で
新
増
改
築
し
て
 

三
億
円
 

◇
五
所
川
原
 

一
で
五

一
五
 
◇
五
所
川
原金
融
団
 

◇
栄
支
部
 
八
、

o
九
Q
 

一
大
ニ
、
o
o
o
 

◇
中
川
支
部
 

一
ニ
、三
八

一
 
◇
五所
川
原
商
工
会
議
所
 

◇
三
好
支
部
 

一
二
、大
入
三
 

大
O
二
五

。
 

◇
長
橋
支
部
 

七
、
大
五
〇
 

合
計
 

三
〇
O
、
O
O
〇

◇
松
島
支
部
 

一
八
、
一
四
七
 

‘
ー

ー
→
・

‘
◆
●

！

Iー
‘
ー
 
ー
 

す
吋
 
て

建

築
物
は
 

確
認

申
請
書

を
 

み
 
ん

な

が
幸

幅
 
に
 

赤
 
い
 
羽
根
運
動
 

？
、
』
産
”
《
「
「
『
『
H
り
”
「「
 
で

は
、
創
立
当
時
居
つ
た
方
で
 

こ
れ
か
ら
の
事
は
、
市
の
財
 
さ
わ
し
い
構
想
を
手
に
と
る
如
 
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
病
院
で
あ

い
の
で
湾

注
」

一
の
た
め
に
 

三

周
年

を
迎
う

ろ

に
富
つ

て
 

は
、
産
婦
人
科
り
畑
上
先
生
・

政
状
師
を
』

「
剖
わ
を
和

く
抽
導
か
想

又
御
知
助
を
脚

る
柳
に
如
馴
い
。
局
“
，
衛
島
 

は
貯
蓄
が
緊
要
で
あ
る
こ
と
。
 

ニ
ー

，
一
 
，
.．

ュ
‘ー
 
ー
 

。
．
 
．
 
一
し
 
外
科
、

岩
淵
先
生
、

x
光
線
科
 
加
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
事
で
は
あ
 
約
さ
れ
た
事
は
暗
夜
に
光
明
を
 
の
か
舶
所
引
あ
る
、

J三
好
」紀
 

2
、
本
市
の
本
年
度
の
供
米
 

市
立

病
院

長
 

菊
 
地
 

】
胃
 

中
田
技
師
、
検
査
室
、
川
村
技
 
り
ま
す
が
、
幸
い
、
九
月
末
に
 
得
た
感
じ
が
致
し
ま
し
た
o
 
川
、
長
橋
、
飯
詰
各
診
療
所
と

数
量
は
約
大
万
大
千
石
と
推
定
 

師
、
薬
局
、
川
村

（
旧
性
木
村
 
県
公
衆
衛
生
課
長
向
後
先
生
が
 

勿
論
結
核
病
棟
の
場
合
は
国
 
共
に
、
親
病
院
と
し
て
充
分
の
 

本
当
に
市
民
に
愛
さ
れ
、
信
頼
 
い
ま
す
。
 



優
 
良

赤

ち
や
ん
 

去
る
九
月
行
い
ま
し
た
市
主

催
乳
幼
児
健
康
相
談
は
三
ニ
一
 
一

名
の
参
加
者
を
得
て
、
各
人
毎

に
必
要
な
に
と
が
ら
を
お
知
ら
一
一

せ
し
ま
し
た
が
、
当
日
の
健
康

診
査
表
に
基
き
慎
重
審
査
を
か

さ
ね
た
結
果
、
発
育
優
秀
な
幼
 
優

児
」
十
八
名
の
表
彰
を
左
の
通
 
ク

り
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 
ク
 
 

左
 
記
 

、
表
彰
式
 

十
月
三
十
一
日
午前
十
時
 

、
揚
所
 
市
役
所
一一
階
 

入
賞

者
氏

名
 

五
所
川

原
 

小
田

桐
清
 
柳
 
町

青
山
 
茂
弘
 
田
 
町

渋
谷
千
栄
子
 
川
端
町
 

昭 和 号
 

(
4J
 

第
 

報
 

広
 

市 原
 

日
 

n
H
v
 

〔Z
 

月
 

0
 

年
 

(
U
 

(
'u
 

五所川 

一一一
 

2
 
め

く
 
納
 

た
め市
政
「「
読
熱

穀
“
「
競
合
連
合
ム

）
の“
鰐
か管
内
 

唾

競
群

鵬
”
 

舞
議
灘
篇
麟
難
昨
舞
響
濡
「
響声

勉
7
叫
 

●

山
明
る
い

市
を

建

設

L
ま

L
よ

う
 

本
市
の
滞
納
繰
越
 
演
芸会
等
の
開
催
 

目
途
と
す
る
と
共
に
既
設
組
合
 
ク
 

工
藤
京

子
 
広
 
田

額
は

（
昭和
」
十
九
 
B
、
市
報
に
よ
る
納
税
普
及
 

の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
 
長
橋
 

年
度
よ
り
）
九
月
末
 
4
、
完
納
者
、
納
税
功
労
者
、
 努
め
た

o
組
合
未
設
立
の
地
城
 
優
 

清
野
 
正
純
 
松
野
木

現
在
で
四
千
大
万
余
 
優
良
納
税
組
合
の
表
彰
 

（
三三
）
に
対
し
極
力
設
立
を
 
阪
措
 

一
i
 
i
 
、
 
日
ノ
 
入
一
す
る
者
は
除
く
）
 

市
税
の
滞
納
整
理
に
 

」
編
 
土
寸
 
馴つ
 
此
杖
 
に・
 
＄
 
・
ど
 
ル
又
 
厚
旦
 

一
 

さ
れ
る
よ
5
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

,，
 
甘
 

叫
「
一
 
‘
Iノ
 
ー
‘
 ゴ
‘
 
J
 
三
口
 主
U
 

準
優
 
藤
田
 
正
一
 
姥
 臓
 
尚
、

該
当
者
は
、
本
年
七
月
以
前
に
生
れ
ま
だ
極
痘
さ
れ
て
な
い
お
子
さ
ん
方
（
来
年
 

護
競
舞

巽
霞
「門
？
一
？
？シ
蹴
器
「
」
 

'
？

、
ー
 

f
 
館
山
栄

悦
 
川
 
山
 

表
 

彰
 

さ
 

れ
 
ろ
 

三
好
 

組
合
の
現
在
数
三
四
、
組
合
 
O
中
川
支
所
管
内
 
七
ケ
所
 

・
」
ー
ー
 

ノ
 ー
 

員
約

て
四
大

一
名
、内
地
城
一
馴
ー

i
戸
ー
 
四
ケ
加
 

ー
中
洲
 

組
合
二
九
、
組
合
員
約

一
、一
一
一
。
三
好
 
ク
 
「

一
航
 

、
 
，
山
光

一
 
中
 泊
 

つ
六
名
で
ら
る
ド
、
  
二
つ
也
或

？
ユ
A
‘
 

【
 
」

」
 i
 

ク
  

鰐
田
 

聴
 
田
 
川

o
大
名
で
あ
る
が
、
こ
の
地
城
一
o
松
島
 
ク
 

九
ケ
所
 

の
設
立
奨
働
 
“
町
、布
屋
町
、新
町
の
九ケ
霊

環

・
祐
准

”
 

H
H
H
 

．り
』
一H
 ‘
ク
 

藤
森
 

悟
 
川
 
山
 

‘
ク
 
寺
田
 
妙
子
 
石
 
岡
 

準
優
 
佐
藤
有
子
 

川
 
山
 
準
優
 
竹
谷
セマ
子
 
藻
 
川
 
す
る
こと
を
目
的
に
左
記
の
通
 
5
、
消
防
職
員
の
消
防
戦
術
及
 

f
 
 

館
山
栄

悦
 
川
 
山
 
〈
 

一
戸
博
臣
 
藻
 
川
 
り
実
施す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
 実
地
訓
練
 

三
子
 

豆
か
●
 

で
、
全
本
部
で
は
市
民
各
位
の
 

尚
、
今
回
防
火
思
想
普
及
撤
 

'
 
？
ー
 
‘
・
 
‘
 
ー
 ‘
 

ニ
ー

・
ニ
 
ョ
ー
ー
レ
・
 
御
協
力を
望
ん
で
い
る
。
 

底
の
新
し
い
試
み
と
し
て
、
市
 

ク
 

ー
戸
照

子
 
藤
 
川
 
準優
 
杉
山
修

子
 
毘
沙
門
 

責
施

事
項
 

内
小
、
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
 

ー
ー
 

A◆
五
・
・
 

引
瓢
遭
護
籍
漂
い
難
器
発

騒

誌
の
微
 

焚
秋
季
火

災

予
防
 

濃
火焚
島
唖突
の
険
査
・
ル

屈
”
籍部
習
字
、
図
 

W
〉
 

重

】
功
 ま
 

・
一
ま
 

ら
 

危
険
物
取
扱
所
及
映
画
舘
の
立
画

（
内
容は
趣
旨
に
添
う
も
の
）
 

住
）
 

、、ユ
 
1
「．
，
ー
 

．
 

入
検
査
実
施
指
導
 

ロ
、
中
学
生
の
部
 
ポ
ス
タ
ー
 

お
）
 
市

消
防
本
部
で
は
 
十月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
 
3
、
消
防
団
と
協
力
、
機
械
器

」
「
、賞
与
忙
響
査
の
上
入
賞
と

勃
）
 
い
よ
‘く
火
災
時

期
 
ま
で
の
ニ
ケ
月
間
を
運
動
期
間
 
具
の点
検
、
ポ
ン
ブ
操
法
訓
練
 な
つ
た
作
品
に
は
賞
状
及
び
賞
 

、
一
 
こ
入
つ
ヒ
つ
で
、
今
 
と
ミ
ら
、
方

k
忍
喝
」つ
普
女
敵
 4
、
芋
交
、
丙
完
、
工
あ
専
つ
 
品
を
贈呈
す
る
 

年
窒
乃
臥
季

K
災
予
方
里
助
を
 
民を
図
り
大
災
を
末
黙
こ
坊
上
 
査
察指
専
 

、
三
、会
場
 
五
所
川
原
市
公
民
 

優
 
青

山
冨

治
 
藻
 
川

ク
 

ー
戸
照

子
 
藤
 
川
 

三
好

支
所

”
塑
牲

『
時
 

三
好
診療
所
 

．
栄
 
支
 
所
裁
一
一師
ー
四
時
 
雛
詳
“
四
時
栄
診
療所
 

乳
履
護

競
講

轄
嬰

課
難
難
寧

課
月
ニ
五
、二
大
日
、第
ニ
 

‘
、
 

‘
「
月
“
“
雪
J髭
山西
メ
亡士」
J
是
《
J千
・
‘
？
、
1
司
Jょ
“F
 ，
」一
「
，E
ー
ノ
布
し
オj
Lく！
」右
」
 

今
年
度
の
秋
季
横
痘
を
左
の
通
り
行
な
い
革
す
か
ら
、
該
当
者
は
一
人
洩
れ
な
く
極
痘
 

.
iー
…
・
，
ー：
…
ー
ー．
…．
ー
…
…
ー
：
.
.
．
ー
．.
.
.

．
ー
．.
.
.
.
1
1．
…
．
ー
・
．
.：
ー

一
上
処
置
する
こ
と
に
な
つ
て
居
 
あ
い
く
ちは
十
月
一
日
か
ら
左
 

，つ
 
！
十
 

g
』
 
（
、
 
‘
h
J
 入
ノ
 

ーり
ま
す
。
 

記
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
ら
 

一
 み
ん
な
維
音
を
な
く
し
て
、
 違
反
せ
ぬ
よ
う
お
互
い
気
を
つ
 

種
痘
を

行
な
い

ま
す
 

舘
 

四
、
展
示
日
時
 

十
一
月
三
日
よ
り
十
一
月
五
 

付
 

確
立
を
目
途
に
、
こ
の
た
び
「
 

市
税
滞
納
整
理
臨
時
対
策
本
部
 

』
を
設
け
左
記
に
依
り
積
極
的

に
納
税
思
想
の
普
及
を
計
る
と

と
も
に
強
力
に
滞
納
整
理
並
び

に
徴
税
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な

つ
た
。
 

管
 
内
 

別

徴
牧
目

標
額
 

（
単
位
千
円）
 

五
所
川
原
 

五
ニ
、O
O〇
 

栄
 

九
、三
O
o
 

畏
橋
 

九
二
〇
〇

松
島
 

一
三
、〇
〇
〇
 

飯
詰
 

七
、三
〇
o
 

三
好
 

七
、
」
O
o
 

中
川
 

一
 
九
、〇
〇
〇
 

毘
沙
門
 

ニ
、四
〇
o
 

合
計
 

一
O
九
、三
〇
o
 

（
期間
は
十
月
よ
り
明
年
三
月

末
ま
で
）
 

基

本

方
針
 

ー
、
滞
納
整
理
方
法
を
改
善
し

自
主
的
な
納
税
思
想
の
宜
伝
、
 

奨
励
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ

が
基
礎
の
確
立
に
つ
と
め
る
。
 

2
、
滞
納
整
理
事
務
の
適
正
合

理
化
を
図
り
徴
収
更
員
の
徴
税

技
術
と
資
質
の
向
上
を
図
る
。
 

3
、
常
時
滞
納
者
又
は
悪
質
な

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
差
押
．
 

物
件
の
引
上
、
公
売
処
分
等
法

の
適
用
を
厳
に
し
納
税
者
に
対

し
納
税
上
の
自
覚
反
省
を
促
す
 

納
税
思

想

の
 

並
日
 

及
 

ー
、
広
報
車
の
活
用
 

2
、
納
税
促
進
懇
談
会
並
慰
間
 
 

O
 飛
出
し
ナ
イ

7
 

刃
醸
五
、
五
セ
 
ンチ
メ
ー
ト
【
 

ル
 （
粘
一
寸
八
分）
 
を
こえ
る
！

も
の
は
持
つ
こ
と
が
】
”
ぜ
ら
れ
，
 

ま
し
た
。
 

一《
 

刃
の
長
さ
を
問
わ
ず
持
つ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

‘
 

但
し
、
美
術
品
に
該
当
す
る

よ
 
な
も
の
は
登
録
を
受
け
で‘
 

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
、
 

！

其
の
他
計
し
い
こ
と
は
警
察
 

《
輪
醜
軒

お
ぎ
え
 

圏
圏
圏
圏
圏
圏
圏
圏
 
ド
 
‘
 

鵬
鵬
叫
鶴
？

い
）
 

圏
圏
圏
圏
田
圏
圏
圏

9
 

O
ょ
ろ
こ
び
の
部
（
出
生
）
 

◆
五
所
川
原
 

岩
見
浩
逸
、
増
田
美
智
子
、
ョ

什
栄
一
、
三
上
昭
子
、
宮
崎
‘
 

幸
、
小
関
恵
津
子
、
神
さ
A
子

秋
元
広
康
、
乗
田
節
子
、
丹
代

一

哲
善
、
成
田
篤
子
、
盛
千
恵
子
）・

◆
栄
 

白
戸
武
文
、
菊
池
明
夫
、
成
田
一

聖
可
、
斉
藤
礼
子
、
」口
戸
恵美

子
、
成
田
優
市
、
成
田
茂

◆
長
橋
 

問
山
秀
雄
、
中
川
す
み
い
子
，
 

成
田
充
行
、
秋
田
恵
芽
 

】
晃
、斉
藤
玲
子
、
成
田
祐
子
『
【
 

◆
飯
詰
 

・
”
 

坂
本
典
子
、
平
山
孝
子
、
山
内
 
．
 

房
子
、
前
田
妙
子
、
其
田
勇
造

山

H
正
一
、
鳴
海
久
 

一
 

◆
中
川
 

慧
住
宅
軒
熱仁
お
発
町
『
蹴
難
？
醸
？
子

奈
 

第
二
極
住
宅
の
居
室
は
大
丁
一
間
付
 

◆
三
好
 

一
 
易
，
J
L，
豆
 

小
笠
原
育
子
、
成
田
勇
造
、
外

家
賃
は
一
戸
ー
ケ
月
に
つ
き
（
但
電
燈
料
水
道
料
を含
ま
ず
）
 時
吠
光
 

第

一
種
住
宅
 
金
式
千
円
内
外

（
予
定）
 

◆
松
島
 

第
二
種
住
宅
 

金
壱
千
円
内
外
 
（
予
定）
 

対
馬
証
、
高
橋
順
子
、
小
田
桐
 

橡
霊
け
護
碧

難
務
接
に
し

て
入居
の際
納
加
電
議
轄
詳
朴
麟
 

一具
一
？

難
舞
難
縄一
一
」
縦
一
」
一
一
誇
 

③
灘

難

藤
纏
籍
維
襲
龍
緯
難
鵬

卿
い
警
齢
 

公
営
住
宅
使
用
料
徴
収
条
例
に
定
め
る
家賃
及
び
敷
 

◆
栄
 

金
を
支
払
う
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
 

平
山
昭
夫
（
1
6)
 

現
に
同
居
し
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
 
◆
長

橋
 

こ
と
 
工
藤
ソ
ト

（
4
9
）
 
八木
橋
東
太
 

猛
難
難
難鱗
婆
一
 

市住民登録人口数 
昭和三十年九月末日現在 

ム
”
 
計
 

毘, 
沙 

門 

出 

張 

所 

飯
 
詰
 

支
 
所
 

松
 

過
支
 
所
 

長
 
橋
 

支
 
所
 

三
 
好
 

支
 
所
 

中
 
川
‘

支
 
所
 

挙
 

支
 
所
 

五
所

川
原

本
所
 

区
 

分
 

三
八
、
二
四
九
 

一
、
一
七
八
  

I  
I
ir

ぺ
H

く
 

四
、
四
〇
七
 

四
、
一
九
六
 

一1
1
、
四
四
八
  

~ 	
111'周1く

ぐ
  

~
il
l
'
 

 1
ぺ

  II  

一
四
、
二
四
四
 

人
 

ロ
 

一
八
、
八

三
八
 

五
九

一
一
 

九

三
九
 

一
凡
三
 

ニ
、
一
一七
 

一
、七
五

三
 

一
、七
九

七
 

一
、六
三

一
一
 

六
、
八

ニ
五
 

男
  

一
九
、
四

一
一
 

五
八

六
 

ノ
一
、九
七
七
 

一
一
、一
一一
一
四
 

一
一
、0
七
 

二
六
九

五
 

一
、七

七
一
 

一
、六
六

〇
 

七
、
四

一
九
 

女
  

大
、
七
五
六
 

一
八

0
  

~一
ノ、 

八 
四 

六

七
八
 

六

九
九
 

五
一
」
ハ
 

五
四
五
 

五

三
三
 

一
一
、九

一
一
一
一
 

世
 
帯
 
散
 

東
北
配
電
五
所
川
原
営
業
所
及
 
管
理

条
例
第
六
条
各
号
の
規
定
並
に
必
要
に
応
じ
実
態
調
査
 

市
内
の
ラ
ジ
ォ
店
へ
お
申
込
み

J
等
の
方
法
を
以
つ
て
慎
重
調
査
選
考
の
上
決
定
す
る
 

下
さ
い
、
係
員
が
早
速
調
査
の
 
一
、
そ
の
他
詳
細
は
市
役
所
厚
生
課
に
お
尋
ね
下
さ
い
 

等
の
方
法
を
以
つ
て
慎
重
調
査
選
考
の
上
決
定
す
る
 

◆
松
島
 

一
、
そ
の
他
詳
細
は
市
役
所
厚
生
課
に
お
尋
ね
下
さ
い
 

笹
森
明
（ー
）
 
対
馬キ
七
（
5
0)
 

一
戸
の建
坪
 
六
坪
 

母
子
家
庭
用
及
小
家
族
用

一
、
住
宅
の
規
格
の
大
要
 

簡
易
耐
火
構
造
平
家
建
（
ブ
ロ
ツ
ク
）
ト
グ
ン
葺
、
基
礎
コ

ン
ク
リ

1
ト
造
、
畳
、
建
具
付
、
玄
関
、
居
室
、
台
所
、
物
 

・

皿
、
押
入
、
便
所
、
電
燈
器
具
、
水
道
専
弔
栓
又
は
井
戸
等
 

．マ
 

ー
 

一
 

準
優
‘
山
中
美
代
子
 
旭
 
町

ク
・
 
小
田
桐

繁
 
栄
 
町

ク
 

中
村
敏

弘
 
柏
原
町
）
 

中
 

丸
海
老
友
子
 
柏
原
町

ク
 

越
谷
良

子
 
川
端
町
 

楽
し
い

7
ジ
ォ
を
聞
き
ま
し
よ
 け
ま
し
ま
う
。
 

う
。
 

③
 
空

気
銃
 

五
誌
叱

せ
羅

雛
露
灘
 

空
気
銃
飛
、
出
し
ナ
イ
フ
、
 り
ま
し
た
」
 
、
 

お
 
知
 
ら
 
せ
 
タ
 

市
公
営

住
宅

入

居
 

希
望

者
の
公
募

に
つ
い

て
 

五
所

川
原
市

公
替

住
宅

管
理
篠
例
に

よ

h
市
公

管

伴
宅
入

居
希

望
者
を
左

記
に

よ
り

公
募

す
る

記
 

一
、
申
込
期
間
 
昭
和
三
十
年
叫
月
「
十
七
日
よ
り
十
一
月
十

日
ま
で
十
五
日
間
と
す
る
 

一
、申
込
者
は
五
所
川
原
市
公
営
住
宅
入
居
申
込
書
を
市
長
に

提
出
せ
ら
れ
た
い
 

但
申
込
用
紙
は
市
役
所
厚
生
課
で
交
付
す
る
 

一
、
入
居
者
の
決
定
は
五
所
川
原
市
公
営
住
宅
入
居
者
選
考
委

員
会
に
於
て
選
考
の
上
市
長
が
決
定
ず
る
 

一
、
住
宅
の
戸
数
及
び
所
在
地
 

第
一
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建
住
宅
 
＋
八
戸

一
戸
の
建
坪
 
拾
壱
坪
 

（
五
所
川
原市
大
宇
吹
畑
宇
藤
巻
 
元
塵
芥
焼
却
場
跡
）
 

第
二
極
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建
住
宅
 

十
戸
 

早
 

を
 

税
 

市
 

記
 

地
 
区
 
別
 
檀
 
痘
 
日
 
検
 

診
 
日
 
場
 
所
 

長
橋
支
所

”
塑
事
蘇
日

雛
ご
い

論
一
一
話
赫
緑

蟻

校
 

中
川
支
所

勧
一

」
零
蘇
日
  詳
認

m三
時
中
川
診療
所
 

松
島

支
所

勧
一
一
驚
四
時
 
雛
孝

m
四
時
吹
畑
小学
校
 

五
所
川
原地
区
”
転
腎

四
時
 
舟
転
牲
”
時
市
立
病
院
 

飯
詰
支
所
 
錨
戚
品

讐
  
易
蘇
誌

時
 
飯
詰診療
所
 

日
ま
で
 
、
 

雑
昔
の
な
い
 

楽
し

い
ラ

ジ
オ
を

皆
さ
ん
の
お
家
庭
の
ラ
ジ
オ
 

に
雑
音
が
入
り
ま
せ
ん
か
。
 

③

今
般
、
青
森
地
区
電
散
障
害

対
策
協
議
会
、
五
所
川
原
市
役

所
で
は
、
皆
さ
ん
が
お
家
庭
で

？
ジ
ォ
を
楽
し
く
聞
く
た
め
に
、
 

十
月
十
一
日
よ
り三
十
旦
ま
で

を
雑
音
防
止
強
調
句
間
と
定
め
 
④

雑
音
一
掃
に
乗
り
出
し
ま
し
た

雑
音
が
入
〈‘
、
お
困
り
の
ご
家

庭
で
は
市
役
所
農
林
商
工
課
、
 


